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題字黒野清宇

ロータリーを祝おう
100年の歩み

CELEBRATEROTARY

〃'"Z"". 2004~2005年度RI会長ｸﾚﾝEｴｽﾃｽ･ｼﾆｱ

No26

持ちして楽しく語らい合おうと考えたのです。そして

名前は万事回り持ちすることからロータリークラブと

名付けました。次いで会員を増加する時の条件を決め

ました。第一に職業の違う人を集めよう。競争相手で

はないから心置きなく話せるからです。第二に男性の

みの会にしよう。これはレディーファーストの国アメ

リカの男性の考えそうな事です。この取り決めが、

ロータリーは夫々職業を代表する人達の会と考えられ

入会希望者が続出し、ロータリークラブを大きくする

のに非常に役立ったと思われます。一業一人職業分類

の考え方こそロータリーの基本なのです。然し、ある

時からRIは拡大主義を取り始め職業分類の解釈を拡

大し、其のロータリーの良さが失われ始めたのは残念

だと私は思っております。今一つの男性のみの会と云

う申し合せも、先年カリフォルニアの一女性の告訴に

敗れて女性会員を容認した事は創始者達の志とは違う

かも知れませんが、時代の流れとして己むを得ない事

であり、それが新しいロータリーのスタートでもあっ

たのかも知れません。

郷て、愈々百周年を迎え新しい21世紀に相応しい

ロータリーを目指さねばなりませんが、これは当然新

しいロータリーを支える若い人達が考えるべき事で古

い我々が口を出す可き事ではありませんが、現在ロー

タリーは会員の減少に悩んでおります。若い人達はな

かなか入会して呉れない。今のロータリーには若い人

達に受け入れられない何かがあるのでしょうか。その

一つにロータリーは規則が雌しすぎることがありま

す。特に出席率が若い人達には負担になる様です。事

実、当地区最大の名古屋クラブでも出席率は90%以上

もあります。そこで私は最近、ロータリー規則として

は60％以上出れば良い事を主張しています。更に若い

人に受け入れられるロータリーとしては、私のガバ

ナー時のテーマ「エンジョイロータリー」を復活した

い。永遠のテーマとして。お考え下さい」

以上ご紹介させて頂きましたが、実は先日当クラブ

メンバーとの話題の中で欠席してメークアップをする

場合に他クラブの例会へ出席する事は意義があると思

うが、サインだけに行って100%の出席をする事は意

味が無いのでは等の意見がありました。

r"'(琵率…琴‘影響きようの例会編鰹病ま'侭響侭懲，侭笥
略

$第1077回 平成17年3月1日(火） 剥
曝雲侭…智侭響侭…智昴……智歸……響丙智侭…淫‘震…蟹

卓話"LEDによる環境改善技術”

“企業とコンプライアニス”

会員森幸一君

会員奥本文也君

へ

鈩答婦智侭碆，侭率謹’先週の記録侭謹'侭謹'‘震ｿ慧撮…論
：第1076回 平成17年2月22日(火） 晴；
唯 聰
烈 ロータリー創立100周年例会 烈
賂 聴

蕊…………響幾皐鑑熱墓懲悪：
囹"奉仕の理想”

囹出席報告

会員 64(56)名 出席 41名

出席率 73.21%

前々回 2月8日（修正出席率） 92~86％

題ゲスト紹介

ピアノ演奏者 仲野遠子様

｜三好幹事報告’
1．次回例会は愛知厚生年金会館が消防訓練のため、

はしご車が3台駐車場に来ますので立駐に入れて頂

きますようお願い申し上げます。

へ

|鈴木(理)会長挨拶’
2月23日はロータリーが誕生して100周年となりま

すが、さてこれからのロータリーは？

今月のガバナー月信に盛田パス|､ガバナーの記事が

載っておりましたのでお話させていただきます。

「1905年ポールハリスがシカゴで僅か三名の友人と

始めたロータリークラブが100年を経て、世界166ヶ国

に31000クラブ、 120万人以上の会員を擁する巨大クラ

ブに成長した事は、正に奇跡としか言い様のない偉業

であります。誰でもよいから入りなさいではなく選ば

れた人達ばかりのクラブなのです。何故でしょう。

当時のシカゴは地震と大火の影響を受け不況のどん

底にあり悪徳の街と迄云われ、ポールハリスはこれで

はとてもたまらない、何とか4人でいる間位は楽しく

しようと考え、当番を決め週1回、夫々の家庭を回り

－1－

楽会長テーマ EXPO開催まであと 24B 本紙は再生紙を使用しております。



わたくし個人としても出席率を負担と思わず定款に

ある60%を維持いただき、楽しんでクラブの運営と発

展に努めて頂ければ良いと考えております。

100周年を経てこれからのロータリーを考える時か

もしれません。

CeeeCeee友愛の日CCCCCCCC

第17代吉田節美会長の乾杯でロータリー創立100周

年を祝いながらの例会は、三好幹事のお手配により春

から大学生の仲野遼子さんにエレクトーン演奏でクラ

シックをご披露いただき、皆さん普段よりもゆっくり

と食事をたのしみ会話を弾ませていました。
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奇良治・笹野 義割
淳治・鈴木 正男2

理之．竹内 眞三；
経昭．魚津 常義；
正敏・山本 英次；

〉
節美 〉
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<小山 雅弘
／

ミ 年末家族会で戴いた会長
／

《行券で北海道のザ・ウィン
メテル洞爺へ行って女房孝石
；ました。

； ロケーションの素晴らしを
；の美味さは感動の一言に尽
ミ油田 弘佑・足立

:在田 忠之・萩原眉
<、へ,、,、,、へへ,、,、,、/、,、,、,、"、,、,、

小山 雅弘 池森 由幸・伊豫田博明 佐久間良治・笹野 義春

年末家族会で戴いた会長賞の旅 加藤 重雄・菊池 昭元 澤田 淳治・鈴木 正男

行券で北海道のザ・ウィンザーホ 小林 明・小杉 啓彰 鈴木 理之・竹内 眞三

テル洞爺へ行って女房孝行して来 小坂井盛朗・久野 峯一 舎人経昭・魚津 常義

ました。 黒野 貞夫・牧野登志子 和田 正敏・山本 英次

ロケーションの素晴らしさと食事 宮本 光久・宮尾 紘司 吉田 節美

の美味さは感動の一言に尽きます。 三好 親・水野 賀綬 ロータリー創立100周年を祝って。

油田 弘佑・足立 一郎 成田 良治・奥本 文也

在田 忠之・萩原喜代子 大谷 和雄・尾関 武弘
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業奉仕金言集(職業奉仕委員会より)‐

「奉仕の理想とは、他のために役に立とうとする心、利己の上に利他を置く唾 、ということである」

’’ 春季家族会（宝塚観劇・招福楼）次回例会 平成17年3月4日(金）

－り一
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